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したので微力ながらご協力させていただければと思ってお

ります。

後藤啓二／顧問弁護団として、被害者参加制度の法律の

提言の頃から関わらせていただいておりましたが、この度、

幹事に選任されました。私は児童虐待を防止するための活

動を行う NPO の理事をしておりますが、そちらの活動に

も協力していただいており感謝申し上げます。

今後の活動方針
　今後の活動については、これまでの活動方針を踏まえ活

動してまいります。

　なお、鳩山邦夫、左藤章衆議院議員より祝電を頂きまし

た。感謝申し上げます。

　大会終了後、15 周年記念誌「雲外蒼天」完成記念懇親

会が開かれました。ご執筆いただいた方、支援者の方が、

あすの会の来し方 16 年間を振り返りました。

松村代表 挨拶（要旨）
　あすの会では 5 年目は署名活動の記録として「あすに

生きる」、10 年目には大会の記録「一瀉千里」と DVD「10

年歩み」の公式記録を作成してまいりました。そこで 15

年目は、「あすの会の活動に関わってきた会員、支援者、

議員、マスコミ、法曹界等広く多くの方々から会に対する

今までの想いや裏話などを寄稿していただき文集を作っ

たらどうだろうか」と岡村顧問より提案があり実行されま

した。

　編集委員には 6 人が携わり、素人ゆえ苦労はしました

が 3 月には完成に至りました。中でもボランティアの春日

さん、橋本さんに参加いただけなくては完成にはもっと多

くの時間が必要だったことでしょう。皆様のご協力に感謝

し完成ご披露の挨拶とさせていただきます。

岡村 勲 顧問 挨拶（要旨）
　待望の「雲外蒼天」が完成し嬉しく思います。あすの会

では、顧問弁護団の先生方が無報酬で取り組んでくださり、

意見書、論文、調査報告書などすばらしい理論的な学会

をリードするほどのものを発表してきました。ただし難し

くて重いものでした。そこで、15 年間いろいろな方がい

ろいろな形で協力してくださったことが分かると同時に日

本の被害者運動史として残るような、軽くて電車の中でも

読めるようなものを作りたいと思いつきました。題名には、

「あすの会」の願いを引き継いで、今は曇ってはいるが空

には蒼空があると思い提案しました。題字も書くようにと

いうことでしたので、書道の先生に泣きついてお手本をい

ただきました。横だけではなく縦もという事で困りました。

　今日は私の 86 才誕生日だとばらされましたが、会を作っ

て 16 年間、当初は歳を感じませんでしたが、この頃は歳

を感じます。今日は、但木元検事総長も来てくださるそう

ですが、法務省官房長の時にお世話になりヨーロッパ調

査をすることができました。内閣府の安田さんも来てくだ

さっていますが、加害者だけでなく被害者にも治療費等が

出るようにするなど拡大されて改善されてきました。感謝

しております。これからも益々空が晴れるようにと思って

おります。

　諸澤先生の乾杯と、但木元検事総長をはじめとする方々

からご挨拶をいただき、和やかな雰囲気の中でおひらきと

なりました。
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